
現場の熱中症対策パーフェクトガイド2026
工場・倉庫をはじめとする

１） 熱中症「報告体制」掲示（掲示用原稿）
２） 初動対応フロー（掲示用原稿）
３） 朝礼1分トーク（読み上げ用原稿）
４） 新人・派遣向け3分説明（読み上げ用原稿）
５） 暑熱環境ヒアリングシート（記入用）
６） 年間運用カレンダー

付録集（実務用）

目次
序 章　このガイドについて
第1章　熱中症対策の義務化と、法的リスクについて理解する
第2章　救急搬送者10万人時代に突入、もはや大規模災害レベル
第3章　日本全域で起きている、夏の長期化と高温化
第4章　屋外作業と同等かそれ以上に熱中症リスクが高い屋内作業
第5章　熱中症に至る前の作業品質・生産性低下にも要注意
第6章　代表的な「現場あるある」は、対策遅れの主要因
第7章　熱中症対策を起点に、6つのステップで現場の環境改善を
第8章　リスクレベル診断で、優先するエリアや対策を見える化
終 章　まとめにかえて

※本ガイドは汎用的な情報提供を目的としており、個別事業場における
法令適用判断、医学的判断・診断、緊急時対応の最終判断を代替するもの
ではありません。自社の状況に応じて、産業医、安全衛生担当者、顧問社
労士・法務等と連携し、必要に応じ専門家へ相談の上で運用してください。

ダウンロードはこちら！
東芝産業機器システム

https://www.webcom.toshiba.co.jp/
tips/workplace-heatcare

熱中症対策は、事業者の「義務」です。
今すぐダウンロードしてください。
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